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平
安
朝
初
期

の
訓
点
語

に
用

ゐ
ら
れ
た

ス
ラ
と
ダ

ニ

大

坪

併

治

ス
ラ
と
ダ

ニ
は
、
意
味

の
よ
く
似
た
副
助
詞
で
あ
る
。
上
代

の
ス
ラ
と
ダ

ニ

は
、
万
葉
集
に
し
か
例
が
な
く
、

ダ

ニ
七
十

二
、

ス
ラ
ニ
十

八
で
、
凡
そ
三
対

一
の
比

で
ダ

ニ
が

ス
ラ
よ
り
多

い
。
平
安
朝

に
入
る
と
、

こ
の
差
は

一
層
著

し

く

な
り
、
和
歌
以
外

の
散
文
で
は
、
専
ら
ダ

ニ
を
用
ゐ
て

ス
ラ
を
用
ゐ
ず
、

ス

ラ
の
意
味
を
も
ダ

ニ
が
兼
ね
る
や
う
に
な
っ
た
。
し
か

る
に
、
初
期

の
訓
点
語

で
は

、

ダ

ニ
よ
り
も
却

っ
て

ス
ラ
を
多
く
用
ゐ
た
。
加
点
年
代
明
白

な
点
本

'

で
、
最
古

の
資
料
と

い
は
れ
る
成
実
論
天
長
点
、
こ
れ
と
同
種

の
飯
室
切
金
光

明
最
勝
王
経
註
釈
古
点
、
山
田
本
妙
法
蓮
華
経
古
点
、
及
び
成
実
論

天
長
点

に

次
ぐ
古

い
資
料

で
、
同
じ
系
統
に
立

つ
根
津
本
大
乗
掌

珍
論
承
和

・
嘉
祥
点

な

ど

の
、

一
群
の
点
本

を
見
る
と
、

ス
ラ
を
示
す
特
定

の
ヲ
コ
ト
点
は
あ
る
が
、

ダ

ニ
の
ヲ
コ
ト
点

は
な
い
。
こ
れ
は
、

ス
ラ
が
特
定
の
記
号

を
必
要
と
す
る
ほ

ど
頻
用

さ
れ
た

の
に
対

し
、
ダ

ニ
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
用
ゐ
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と

を
示
す
も

の
で
あ
る
。
実
際
、
わ
た
し
が
、
左
記

の
資
料
か

ら
集

め
得
た
用
例

は
、

ス
ラ
七
十
七
、
ダ

一二
二
十

一
で
ほ
ば

五
対

二
の
比

で
、

ス
ラ
が
ダ

ニ
よ
り

多

い
。

小
川
本

・
麻
生
文
庫

本

・
岩
淵
本
願
経
四
分
律
古
点
四
巻

東
大
寺
本
成
実
論
天
長
点
三
巻

山
田
本
妙
法
蓮
華
経
古
点

一
巻

西

大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
十
巻

(春
日
博

士
に
よ
る
)

根
津
本

大
乗
掌
珍
論
承
和

・
嘉
祥
点

一
巻

石
山
寺
本
大
智
度
論
天
安
点
十

七
巻

石
山
寺
本
諭
伽
師
地
論
古
点
十

一
巻

東
大
寺
本
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点

六
巻

東
大
寺
本
金
剛
般
若
経
讃

述
仁
和
点

一
巻

山
田
本
弥
勒
上
生
経
讃
古
点

(白
)

一
巻

石
山
寺
本
大
般
浬
桑

経
古
点

(丙
)
十
巻

石
山
寺
本
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
寛
平
点

二
巻

わ
た
し
は
、

こ
れ
ら

の
資
料

を
、

ス
ラ
と
ダ

ニ
の
用
例
を
求
め
る
た
め
に
読
ん

だ

の
で
は
な
く
、
全
般
的
な
調
査

の
間
に
、
た
ま
た
ま
気

付
い
た
も

の
を
拾
ひ

集
め
た
程
度

で
あ

る
か
ら
、
仔
細

に
検
討
す
れ
ば
、
右

の
数
字
は
い
く
ら
か
殖

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
、
両
者

の
勢

力
比

は
大
し
て
変

る
ま
い
と
思
は

れ
る
か
ら
、
本
稿

で
は
、
右

の
数
字
を
基

に
し
て
論

を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。



さ
て
、
訓
点
語
で
、

こ
の
や
う
に

ス
ラ
を
多
く
用

ゐ
る

の
は
、
単

に
伝
統
性

の

故

に
、
上
代

の
文
法

を
伝

へ
た
だ
け
で
は
な
く
、
訓
点
語
そ
の
も

の
の
特
殊
事

情
も
手
伝

っ
て
ゐ
る
や
う

で
あ
る
。

(第

一

表
)

先
づ
、
訓

点
語

で
、

ス
ラ

・
ダ

ニ
の
現

は
れ

る
構
文
を
見
る
と
、
次

の
や
う

に
色

々
な
場
合

が
あ
る
。

A
後

に

「
況

・
何

況
」

な
ど
を
伴
ふ
文

の

「
尚
」

の
前

ま
た
は
後

に
補
読
す

る
も

の
。

B
後

に

「
云
何
」

を
伴

ふ
文

の

「
尚
」

の
前

ま
た
は
後

に
補
読
す

る
も

の
・。

C
後

に

「
寧
」
を
伴
ふ
文

の

「
尚
」

の
前

ま
た
は
後

に
補
読
す
る
も

の
。

D
後

に

「
況

・
何
況

・
云
何

・
寧
」

な
ど
を
伴

は
な
い
文

の

「尚
」

の
前
ま

た
は
後

に
補
読
す
る
も

の
。

E

「
尚
」
が
な
く
、
後

に

「
況

・
何
況
」
な
ど

を
伴

ふ
文

に

補

読

す
る
も

の
。

F

「
尚
」
が
な
く
、
後

に

「
云
何
」

を
伴

ふ
文

に
補
読
す
る
も
の
。

G

「
尚
」

が
な
く
、

「
寧
」

を
持

つ
文
に
補
読

す
る
も

の
。

H

「
尚

・
況

・
何
況

・
云
何

・
寧
」
な
ど
の
な
い
文

に
、
文
意
に
よ

っ
て
補

読
す
る
も
の
。

(以
上
、

「
尚
」

の
代
り

に
、
稀
れ
に

「猶

・
猶
尚
」
を
用
ゐ
る
こ
と
が
あ

る
。
)

わ
た
し
の
集
め
た
用
例

を
分
類
す
る
と
、
次

の
如
く

で
あ
る
。

即
ち
、

ス
ラ
を
最
も
多
く
用
ゐ
る
の
は
A
で
あ
り
、
訓
点
語
に

ス
ラ
の
多

い

原
因
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
、
以
下
A
を
中

心
と

し
て
、

ス
ラ

と

ダ

ニ
の
用
法

を
調

べ
て
み
よ
う
。

A
は
、
あ
る
事
が
ら
甲
を
挙
げ

て
、
他

の
事
柄

乙

と

対

比

す
る
構
文

で
あ

る
。
叙
述
の
重

点
は
乙
に
あ
り
、
甲
は
乙
を
引
き
出
す
材
料
、

い
は
ば
例

と
も

見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

甲

に

ス

ラ

・
ダ

ニ
を
含
む
こ
と
に
な
る

が
、

「
尚
」

は
ナ
ホ
ま
た
は
ナ
ホ

シ
と
読

み
、
甲
の
中

の
対
比

の
中

心
と
な
る

べ
き
語
に

ス
ラ
ま

た
は
ダ

ニ
を
補
読
す

る
。
甲
の
記
述
が
肯
定
的
判
断
か
否
定

的
判
断
か
、
ま
た
は
、
対
比

の
中

心
と

な
る

べ
き
語

が
、

「
尚
」

の
前

に
あ
る

か
後

に
あ
る
か

に
よ

つ
て
、
A
を
更

に
次

の
四
種

に
分
け
る

こ
と
が
で
き

る
。

a
甲
が
肯
定

で
、
対
比
の
中

心
と

な
る

べ
き
語

が

「
尚
」

の
前

に

あ

る
も

の
。

b
甲
が
肯
定

で
、
対
比
の
中

心
と

な
る

べ

き

語

が

「
尚
」

の
後
に
あ
る
も

の
。

c
甲
が
否
定

で
、
対

比

の

中

心
と
な
る
べ
き
語
が

「
尚
」

の
前

に
あ
る
も

の
。

d
甲
が
否
定

で
、
対
比

の
中

心
と

な
る
べ
き
語

が

「
尚
」

の

後

に

あ

る
も

の
。



た
だ
し
、

こ
こ
で

【
否
定
」
と

い
ふ
の
は
、
内
容
的

に
見
た
否
定

で
あ

っ
て
、

形
式
的

な
否
定
で
は
な
い
か
ら
、
次

の
や
う

に
、
文
法
上
は
肯
定
表
現

に
属
す

る
も

の
で
あ

っ
て
も
、
否
定
と
し
て
取
り
扱

ふ
。

ス
ラ

し

(ら

)
む

〃、

④
声

聞

道

果

尚

無

。

何

況
有

二

仏

道

一。

(大

智

度

論

天
安

点

巻

八
十

六

18

「7

)

す
ら

な
り

し
て

に

ム
や

を

②
如

尚

不

可

得

。

何

況

住

レ

如

得

二

阿

褥

多

羅

三

貌

三
菩

提

一
。

(同

巻

六

十

四

16

【23

)

」

は

な
り

す
る
こ
と
ダ
に

し

に

ム
や

③
未
来
世

未
有

。
念
知

尚
難

。
何

況
眼

見

。
(同

巻

六
十
七

21

一13
)

さ
て
、
前
記

A
の
例
を
、
右

の
分
類

に
当
て
は
め
て
整
理
す
る
と
、
次

の
如

く
で
あ
る
。

(第

二

表
)

即
ち
、
肯
定

の
a

・
b
で
は
、
殆
ん
ど

ス
ラ
だ

け

が

用

ゐ
ら
れ
、
否
定

の

c

.
d
で
は
、

ス
ラ

・
ダ

ニ
が
共

に
用
ゐ
ら
れ
る
が
、
対
比
の
中
心
と
な
る
べ

き
語
が

「
尚
」

、
の
前

に
あ

る
c
で
は
、

ス
ラ
が
圧
倒
的
に
多

く
、

「
尚
」

の

後

に
あ
る
d
で
は
、
そ

の

差

は

比

較

的
少

い
と

い
ふ
こ
と

が
で
き

る
。
そ
の

例
1

の

の

に
は

の

す
ら

な
り

(ら
)
ム
や

れ
と
し
て

も

④
是

法

中

諸

法

法

相

尚

空

。

況
有

三

我

而

決

し
て

る
べ
ぎ
こ
と

の

を

定

取

二

諸

法

相

一。

(大

智

度

論

天

安

点

巻

六
十

ニ

ー2
鴨5

,
　

6

)

a

て
ル

を

人

ス
ラ

し

く

ア

ル
ベ
シ

(
の
)

セ

ル
い

は

の

の

⑤
犯
二

性
罪

一者

尚

応
レ
如
レ

是

。
況
犯
二

其

余

小

遮

罪

一
。

(地
蔵

十
輪
経
元
慶
点

巻
四

ヱ

5
)

a

(て
)

を

ぬ

ダ
ニ

(せ
)

を

す

翻
剤

(と
)

(さ
)
む
は

を

。

況
起

二

悪

業

一。

人

身

一但

不

ン

行

レ

善

尚
為

二
大

⑧
得

二

失

一

(成

実
論

天

長

点

巻

十

ニ

ー4

ぢ

)

a

が

に
は

の

の

し
て

を

(
れ
)
た
る

を

⑦
此

中

滴
与
下

(中
略
)
諸

外
道

欣
コ
求

,
善
説

一離

二

樫
嫉

一

ひ
と
と
す
ら

(く
)

す

を

(じ
く
)

ケ
ル

に

の

と
は

者

上

広

興

二
謡

論

一
。

何

況

同

趣

二

一
乗

↓
諸

師

。

(大

乗

掌

珍

論

承

和

・
嘉

祥

点

10

7

)

b

別

訓

外

道

∂
髄
房

る

の

を
す
ら

を
ば

⑧

我

尚

知

二
布

施

持
戒

等

恩

一

。

何

況

般

若
波

羅

蜜

。
(大

智

度

論

天

安

点

巻

七

十

13

}9
-

10

)

b

は

す
ら

し

(く
)

せ
む
や

⑨
小

児

婬

心

尚

無

。

況
能

婬
欲

。

(成

実

論

天

長

点

巻

十

五

6

一15

)

C

の

は

(て
)
す
ら

.の

に

し

(る
)
こ
と

の

　
愚

人

於

二

浅

近

法

一猶

尚

難

レ
悟

。

何

況
甚

深

因

を
ば

「

ーー-
ー

,ー
、
ー

縁

。

(大
智

度

論

天

安

点

巻

一

6

一20

)

C

の

す
ら

る

の

と

に
し
て

　
若

諸

法

実

定

尚

不

レ
応

レ
作

二
貧

欲

熊
志

罪

因

縁

一
。

何

況

虚

証

無

レ

実

。

(同

巻

九
十

10

【5
　

7

)

C

を

す
る
ダ
に

を

し

(く
)

ム
や

ず
る
こ
と

　
若

人
見

レ
色

修
レ

道

尚
無

。
何
況
能

得

一・

(中
略

)
断
二

の

を

i
,

ー

ー

煩

拶

習

一。

(同

巻

八
十

六

18

一20

)

C

い

に
ダ
も

し
ず

(は
)

す
る
副

(は
)ム
と
い
う

初

尚

不

レ
能

レ

住

二

食

(中

略

)

働

士

夫

補
特

伽

羅

に

ヤ

の

に
は

欣

楽

一。

況

於

二
此

位

一

。

(諭
伽

師

地

論

古

点

巻

二
十

三

旦

25
　

27

)

C

(ダ

モ
は

「
初

」

に

で

は

な
く

、

「
楽

」

に
添

へ
る

べ
き

で

あ

ら

う

。

)

の

に

し

し

す
ら

に

や

(ら
)む
や

の

　
十
方
世
界

中

瞳

無

匠

藁

一
。

何

況

有
・

三

。

(妙
法
蓮

ρ



森

誼

点

唯

)

d

す
と
の

を

に
す
ら

(め
)て

せ

を

　
是

諸

菩
薩

滴
不
下
儒
コ
求

般
浬
馨

散

勤

修
中
梵
行
上
。

や

せ
む
や

の

を

睨
「
復

欣

コ
楽

三
界

生

死

一。

(大

乗

掌

珍

論
承

和

.
嘉

祥

点

15

一12

)

d

ず
る
イ
は

の

を

し

ず

(は
)

す
こ
と

に

る

(ら
)

の

　
行

二

布

施

輪

一
、
尚

不

レ
能

レ

滅

下

自

身

所

レ
有

少

分

を
ス
ラ

(く
)

せ
む
ヤ

の

の

の

を

苦

幅
上

。

睨

能

除

コ
滅

一
切

有

情

無

量

苦

拶

一
。

(地

蔵

十
輪

経

元
慶

点

巻

九

9
一10

)

d

(の
)

の

は

の

ぜ
る
を
も
ち
て

し

(さ
)

を
ダ
に

　
是

漏

尽

人

煩

幅

根

断

尚

不

レ
起

レ

心

。

況

当

レ

せ
む
や

祝

邪
。

(成
実
論
天
長
点

巻
十

ニ

ー1
…23
)
d

は

(
す
る
)
こ
と

の

に

ダ
(
に
)

　
若

諄

訟

瞑

志

尚

不

レ
得

レ
生

二

天
人

陣

一

。

何

況
浬

桑

。

(大
智

度

論

天

安

点

巻

八
十

三

11

【23

)

d

(て
)の

る
を

(く
る
)
こ
と

(に
)

(は
)

(る
)こ
と

の

を
ダ
(に
)

　
以

レ

有

レ

尽

故

尚

不

レ
能

レ

得

二

小

乗

浬
架

一

。

何

況
無

上
道

。

(同

巻

六
十

二

6

【31

)

d

⑳
葛

紛
)、
す
る
法
相

謝

は
尚
不

レ
得
二
題
墨

ダ
.に
.・
何
況
働

ヤ
道
を
・
(同

巻

八
十
七

1
一2
1
3
)
d

こ
れ

に
つ
い
て
、

わ
た
し
は
次

の
や
う
に
老

へ
る
。

一
、
上
代

の

ス
ラ
は
、

一
事
を
挙
げ

て
他
を
類
推
さ
せ
る
意
味
を
持
ち
、
ダ

ニ
は
、
す

べ
て
を
譲
歩

し
た
最
後

の

一
線

を
表
は
し
た
。

ス
ラ
は
、

「
他

の
こ

と
は

い
ふ
ま
で
も
な
く
何

々
さ

へ
も
」
と
い
ふ
気
持

で
あ
り
、

ダ

ニ
は
、

「
他

の
こ
と
は
と
も
か
く
せ
め
て
何

々
だ
け
で
も
」
と

い
ふ
に
近
か

っ
た
。
と

こ
ろ

で
、

A
は
、
甲
を
例
と

し
て
、
乙
が
そ
れ
以
上
で
あ
る

こ
と
を
強
く
救
述
す
る

構
文

で
あ
る
。

こ
の
や
う

な
場
合

に
用

ゐ
ら
れ
る
も

の
と
し
て
は
、
ダ

ニ
よ
り

も

ス
ラ
が
相
応
し

い
。
万
葉
集

に

み
て
す
ら
こ
こ
だ

ま
し
て
い
か
に
あ
ら
む
'

○
夢

の
み
に
見
尚

幾

許
恋
ふ
る
吾
は
う

つ
つ
に
見

て
は
溢
而
如

何

有

(巻
十

一
・
二
五
五
三
)

と
あ
る

の
は
、
国
語
と
し
て
最
も
A
に
近

い
表
現
で
あ
り
、

A
に
お

い
て
、

ス

ラ
が
ダ

ニ
よ
り
適
切

で
あ
る

こ
と
を
示

し
て
ゐ
る
。

ま
た
、
加
納
協

三
郎
氏

の

「
『
だ
に
』

『
す
ら
』

の
用
法

上

の

差

異
に
就

て
」

(国
語
と
国
文
学

・
昭

和
十
三
年
六
月
号

)
に
よ
段

上
代
の
ス
ラ
は

「確
定
の
妻

」

を
表
は
す
語
に
続

き
、
ダ

ニ
は
、

「未
定
事
実

に
対
す
る
表
現
者

の
主
観
的
態

度

・
意
向
を
表
は
す
語
」

に
続

い
た
と

い
ふ
。
と

こ
ろ
で
、
甲
は
、
既
定

の
事

実
ま
た
は
当
然
予
想
さ
る
べ
き
事
が
ら
で
あ

っ
て
、

未

定

事

実

や
単
純
な
推

定

・
希
望
な
ど
で
は
な
い
。
例

へ
ば
、
甲

の
中

に
推
量

の
助
動
詞
を
含
む

こ
と

は
極

め
て
稀
れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
、
ベ

シ

・
マ
ジ
の
や
う

な
客
観
的
推
量
を

表

は
す
も

の
に
限
ら
れ
、

ム
・
ジ
の
や
う

な
主
観
的
推
量
を
表
は
す
も

の
は
用

ゐ
ら
れ
な
い
。

の

を
す
ら

マ
じ

(ふ
)

(す
る
)こ
と

を
ば

　
般
若
波
羅
蜜

品

尚
不

レ
能

レ

談

。
何

況
多

。

(大
智
度

論
天
安
点

巻
百

14
一10
)

を
す
ら

(あ
ら
)ズ

べ
く

マ
し
や

の

を

22
小
信

尚

不

・
得

。
何
況
得
二

出
家

道
果

一。

(同

巻

一

10
一13
　
14
)

こ
の
や
う

な
場
合

に
用
ゐ
ら
れ
る
も

の
と
し
て
は
、

や
は
り

ス
ラ
が
ダ

ニ
よ
り

適
切
で
あ
る
。

そ
れ
故
、

A
に
お

い
て
は
、
全
体
と
し
て

ス
ラ
が
ダ

ニ
よ
り
多

く
用
ゐ
ら
れ

る

こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ら
う
。

二
、
万
葉
集

の
例
を
見

る
と
、
否
定

に
は
、
ダ

ニ
が

ス
ラ
よ
り
多

く
用

ゐ
ら

れ
て
ゐ
る
。
ダ

ニ
は
、
七
十

二
例
中

二
十

一
例
、
即
ち
約
三
分

の

一
が
否
定

に
用

ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

ス
ラ
は
、
二
十

八
例
中

三
例
、
即
ち

九
分

の

一
し
か
否
定



に
用

ゐ
ら

れ

て

ゐ

な

い
。

平

安

朝

初
期

の
訓

点

語

で
も

、

完

全

に
補

読

す

る
場

合

、
即

ち

H
を

見

る

と

、

ダ

ニ
は

、

十

八
例

全
部

が

否

定

を
表

は

す

語

に
続

き

、

ス
ラ
は

、

六
例

中

二
例

し
か

否

定

を

表

は

す

語

に
続

い
て

ゐ

な

い
。

に

(せ
)し
カ
ば

を

(ち
)し
む
る

(く
あ
ら
)

(る
と
こ
)

(も
り
し
)

　
汝

云

何

治

レ

病

乃

使

レ
無

ン

有

二

創

処

一

。

甲

巻

23

「2

)

,

(小

川

本

願

経

四

分
律

古

点

ラ

い

に

(に
し
)
て

を

に

ヒ

(は
)ム
と
も

の

を

　
噺
讐

洪
は
㌃

る
三

心
遜
難
無
量
劫
舜

思

仏

実
智
一、

莫

・

能

レ

知

二

少
分

一

(妙

法

蓮

華

経
古

点

2

一2
)

に

の

ず

の

の

を
ダ
に
も

ず

の
(る
)

(ら
)

　
於

二
生

死

一不

レ
見

二
少

分

戯
論

過

失

一

。

不

レ
見

二
少

分

所

レ
有

過
概

ダ
に
も
・
亦
は
集

レ韓

.磐
鈎

厭
監

る
嵩
も
・
(挽

師
地
論
古

点

巻

二
十

一

旦

13

1
14

)

の

の

に

ケ

ブ

す
ラ
も

(り
)

す
る
こ
と

に

　
外

諸

巧
師

受

学

弟

子

亦

有

三

恭

コ
敬

於
師

一
。

(小

川
本

願

経

四
分

律

古

点

甲
巻

8

一12

)

　
仏
已
に
曽

の
膳

に
す
ら
罫

化
.し
.た
ま
ひ
勾

を
も
ち
て
如
喉
.是
(の
.鞘

萱

(
に
し
)
て

(を
)

(
せ
)

を
お
も
ひ
た
る
を
も
ち
て
な
り

せ
む
と

の

を

レ

心

合

レ

掌

欲

三

聴

訓
受

仏

語

一
。

(妙

法

蓮

華

経
古

点

3
㎜25

ー

%

)

の

ヲ
ス
ラ

し
て
ず

(は
)

す
る
こ
と

　
我

今

自

於

智

疑

惑

不

レ
能

レ

了

。

(同

3

一3
)

別

訓

智

二
於

テ

ス
ラ

(に
)し
て

は

な
り
と
い
は
ば

は

す
ら

(ら
)(ず
)

せ

(ぞ
)な
さ
む

　
若

後

・

因

先

・

果

、

因

自

未

レ
生

。

云

何

生

レ

果

。

(成

実

論

天

長

点

巻

十

七

旦

10

)

ま

た
、

加

納

氏

の
前

記
論

文

に
よ

れ

ば
、

上
代

の
ダ

ニ
は

、
否

定

の
場
合

に

限
り

、
確

定

事

実

を

表

は

す
語

に
も

続

く

こ
と

が

で
き

た

と

い

ふ
。

○

か

く

の
み

や
吾

が

恋

ひ

を
ら

む

ぬ
ぼ

玉

の
欲

流

乃

比

毛

太
爾

解

き

放

け
ず

し

て

(万

葉
集

巻
十

七

・
三

九
三

八
)

こ

と

だ

に

も

○

た

ぶ

れ

た
る

醜

つ
翁

の
許

等

太

爾

母

吾

に

は
告

げ

ず

、

(同

巻
十

七

・

四

〇

=

)

そ

れ

故

、

A
も

、

否

定

の
場
合

に
は

、

ダ

ニ
の
用

ゐ
ら

れ

る
可

能

性

が

あ

る
わ

け

で

あ
り

、
従

っ
て
、

肯

定

の

a

・
b

に
は

、

殆

ん

ど

ス

ラ

だ

け

が

用

ゐ
ら

れ

、

否

定

の

c

・
d

に
は

、

ス
ラ

・
ダ

ニ
が
併

用

さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で

あ

ら

う

。

肯
定

で
ダ

ニ
を

用

ゐ

た

の
は

、
前

掲
　

と

、
次

の
例

と

で

あ

る
。

(き
)
つ
口

に
ダ
も

し

(り
)て

く
ナ
(さ
)ム
ト

(を
)

や

　
説

下

未

悪

世

尚

有

二

衆

生

一能

生

中

実

相

上

。

況

今

の

(き
)て

(く
)を

(を
)

ら
む
ヤ

(せ
)

現

在

菩

薩
聞

・

説

二

般
若

一

而

不

二

進

修

一

。

(金

剛

般
若

経

讃

述
仁

和

点

35

「18
　

19

)

「
未
」

の

右

に
は

、

白

墨

で

一
字

漢

字

が

書

き

つ
け

ら

れ

て

ゐ

る
が

、
何

と
読

む
雰

ら
な
い
.
欝

大
蔵
経
の
校
異

覧

る
と
、

「
未
+

(来
)

カ
」

と
あ

る
。

「
来
」

の
字
を
補

っ
て

「
未
来
の
悪
世
」
と
読
む
べ
き
か
　

と
い
ふ
こ

と
ら
し

い
。

「
生
」

の
左
に
は
反
点

の

コ

」

が
、

「
説
」

の
左
に
は
反
点
の

コ

ご

が
あ
る
が
、

「
未
」
に
は
反

点
が
な

い
。
仮
り

に

「
未
」
を

「
未
来
」

の
意

に
解
し
、

反
点

に
従

っ
て

「
生
」
か
ら

「
説
」

に

返

っ

て

読
ん
で
お
い

た
が
、
余
り
確
実
な
例

で

は

な

い
。
　

は
、
全
体

と
し
て
は
肯
定
判
断
で
あ

る
が
、
対
比
の
中

心
と
な
る

「
善
を
行

(
せ
)
ぬ
」
が
否
定

で
あ
る
た
め
、
こ
れ

に
引
か

れ
て

ダ

ニ
を
用
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

い
つ
れ
に
し
て
も
、

ダ

ニ
の
全

用
例

三
十

一
の
内
、
ダ

ニ
を
肯
定

に
用
ゐ
た
唯

一
の
確
実
な
例

と
し
て
、
注
目

す

べ
き
例
外

で
あ
る
。

三
、
万
葉
集

に
は
、

「,尚
」

を
ナ
ホ
ま
た
は

ス
ラ
と
読
ま
せ
た
多
く

の
例
が

あ
る
。
こ
れ
は
漢
文
訓

読
の
際
、

A

・
D
の
よ
う
な

「
尚
」
を
ナ

ホ
と
読
み
、

そ

の
前
後
に

ス
ラ
を
補
読
す

る
習
慣
が
早
く
か
ら

一
般
化

し
て
ゐ
た
こ
と
を
示



す
も

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
A

に
つ
い
て
考

へ
る
と
、

a
で
は
、
対
比

の
中

心
と
な
る
べ
き
語
が

「尚
」

の
前

に
あ
る
か
ら
、

こ

れ

に

ス
ラ
を
補
読
す
れ

ば
、

ス
ラ
の
直
ぐ
後

に
ナ
ホ

(尚
)
が
来
る
こ
と
に
な

っ
て
、
両
者

の
関
係
が

緊
密

に
な
り
、
　

ス
ラ

・
ナ

ホ

の

慣
用
句
が
成
立

し
や
す

い
。

こ
れ
に
対

し
、
b
で
は
、
対
比

の
中
心
と

な
る
べ
き
語
が

「尚
」

の
後

に
あ
る
か
ら
、

こ

れ
に

ス
ラ
を
補
読
し
て
も
、
両
者
は
常

に
他
語
に
よ

っ
て
切
断
さ
れ
る
こ
と

に

な
り

、
　

ナ
ホ
　

ス
ラ
の
慣
用
句
は
成
立
し
に
く
い
。

そ

れ

故
、

C
で

は
、
　

ス
ラ

・
ナ
ホ
の
慣
用
句

に
支

へ
ら
れ
て
、

ス
ラ
と

ナ
ホ
と
の
結

合
が

否
定
に
勝

ち
、

ス
ラ
が
ダ

ニ
を
圧
し
て
多
く
用

ゐ
ら
れ
た
が
、
d
で
は
、
否
定

が

ス
ラ
と
ナ
ホ
と

の
結
合
を
破

っ
て
、
比
較
的
多
く
ダ

ニ
が
用

ゐ
ら
れ
る
こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ
ら
う
。

わ
た
し
は
、
以
上
の
如
く
考

へ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
第

二
表
の
示
す
事
実
を

説
明
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
訓
点
語

で
、
特

に
ス
ラ
の
多

い
特
殊
事
情
を

も
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思

ふ
。
繰
り
返

し
て

い

へ
ば
、
ま
つ
、
A
そ

の

も

の
が
訓
点
資
料
に
頻
出
す
る

こ
と
、
こ
の
構
文

に
あ

っ
て
は
、
本
来

ス
ラ
が

ダ

ニ
よ
り
適
切
で
あ
る
こ
と
、

A
の
大
半
を
占

め
る

a
・
c
で
は
、
　

ス
ラ

・
ナ
ホ
の
慣
用
句
が
守
ら
れ
、
習

眉
的

に
ス
ラ
の
用

ゐ
ら
れ
る
傾
向

が
あ

っ
た

こ
と

な
ど

の
た
め
、
上
代

以
来
の

一
般
的
傾
向

に
反

し
、
訓
点
語
で
は

ス
ラ
が

ダ

ニ
よ
り
圧
倒
的
に
多

く
用

ゐ
ら

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

な

ほ
、
第

一
・
第

二
表

の
ス
ラ
に
は

ス
ラ

モ
を
、

ダ

ニ
に
は
ダ

ニ
モ

・
ダ
モ

を
含

ん
で
ゐ
る
こ
と
を
注
意

し
て
お
き

た
い
。
上
代

の
ス
ラ
に
は
、

ス
ラ

・
ス

ラ

ニ
・
ス
ラ
モ
の
三
形
が
あ

っ
た
が
、
訓
点
語
で
は
、

ス
ラ

ニ
は
全
く
用

ゐ
ず

ス

ラ

モ

は

極
め
て
稀

れ
に
用

ゐ
た
。

(26
参
照
)
ダ

ニ
に
は
、

ダ

ニ
・
ダ

ニ
モ

の
両
形
が
あ
り
、

ダ

ニ
を
ダ

ニ
モ
よ
り
多
く
用

ゐ
た
が
、
訓

点
語

で
は
、
却

っ

て

ダ

ニ
モ

・
ダ

モ
を

ダ

ニ
よ
り

多

く

用

ゐ

、
そ

の
比

は

四

対

一
で
あ

っ
た

。

ダ

モ
は

ダ

ニ
ェ、
の
音

韻
変

化

し

た
も

の

で
、
従

来
考

へ
ら

れ

て

ゐ

た

よ
り

も

、

遙

か

に
早

く

現

は

れ
て

ゐ
る

。

(の
)

(り
)て

て

(り
)
て
ダ
も

の

(の
)(に
)

に

　
彼

比

丘

尼
有

レ

疑

、

不

下
敢

在

二

水

上

厨

一大

小

便

(
せ

)

1

,
,,

上
。

(麻

生
文

庫

本

願

経

四
分

律

古

点

24

皿17

)

(音
)

に
し
て

(ら
)オ
ゴ
リ
タ
カ
ビ
(音
)

を
サ
へ
し
て

あ
ら
ず
し
て

に

　
我

慢

自

衿

高

話

曲

心

不

レ

実

、

於

二
千

万

億

劫

に
マ
じ

(く
)

の

を
ダ
も

マ
じ

(く
)

を
も

一不

レ
聞

二

仏

名
字

一

。

亦

不

レ
聞

二

正

法

一

。

(妙

法

蓮
華

経

古

点

ヱ

5

1

6
)

の

に
ダ
も
(あ
ら
ず
)

て
ず

は

た
て
ま
つ
ら

を

　
夢

中

未

二

曽

不

レ
見
レ

仏

。

(大
智
度
論
天
安
点

巻

・

百

旦

14
)

,

　
有
相
.
。
.
行
咽

.
は
施
を
尚
ア

得
二
+
王
.
報
藩

寧
ろ
得
ユ
や
仏
.
藍

一。

(金
剛
般
若
経
讃
述
仁
和
点

19
一14
1
15
)

(第

】
表

C
の
例
)

な
ほ
、
　

の

「
処
ダ
も
」
参
照
。

三

 

以
上
述

べ
た
と
こ
ろ
は
、
春
日
政
治
博
士
が
、

「古

点

の

況

字

を
め
ぐ

っ

て
」

(古
訓
点
の
研
究
。
三

五

一
-
三
五
五
頁

)

の
中
で
言
及

さ
れ
た
、

ス
ラ

・
ダ

ニ
の
用
法
に

関
す

る
お
説

に
よ

っ
て
導
か

れ
た
も
の

で

あ

る
。

博
士
の

お
説

を
要
約
す
る

と
、
次

の
如
く

で
あ
る
。

一
、

「
尚
」

の
前

に
は

ス
ラ
を
多
く
用

ゐ
、

「
尚
」

の
後

に
な
ダ

ニ
を
用
ゐ

る
。

「
尚
」

の
前
に
ダ

ニ
を
用

ゐ
た
例
は
稀

れ
に
あ
る
が
、

「
尚
」

の
後
に

ス

ラ
を
用

ゐ
た
例
は
な

い
。

二
、

ス
ラ
は
、
低
度
も

し
く
は
高
度

の

一
事
物

を
提
示
し
て
、
他
を
推
測
さ

せ
る
義
で
、
現
代

の
サ

へ
に
当
り
、
ダ

ニ
は
、
提
示
す
る

一
事
物

を
限

っ
て
他



」

を
予
想

し
な
い
の
が
本
義
で
、
現
代

の
ダ

ケ
に
当
る
。
そ

れ
故
、

「
尚
」

の
前

後

に
読

み
添

へ
る
も

の
と
し
て
は
、
本
来

ス
ラ
の
方

が
適
切
で
あ

っ
た
。

三
、

し
か
る

に
、
平
安
時
代

に
入
り
、
ダ

ニ
の
使
用
が
増
加
し
、
従
来

ス
ラ

の
表

は
し
て
ゐ
た
意
味

を
も

ダ

ニ
が
表
は
す

や
う

に
な

っ
て
、
後

に

「
況

・
何

況
」
な
ど
を
伴

ふ

「尚
」

の
前
後
に
も
、

ス
ラ
に
代

っ
て
用
ゐ
ら

れ
出
し
た
。

四
、
た
だ
し
、

「
尚
」

の
前

で
は
、

ス
ラ
と

ナ
ホ
と

の
結
合
が
強
く
、
依
然

と

し
て
ス
う
が
用
ゐ
ら

れ
、

「
尚
」

の
後

で
は
、

ス
ラ
と

ナ
ホ
と

の
結
合
が
弱

く
、
ダ

ニ
は
容
易

に

ス
ラ
に
代
る
こ
と
が
で
き

た
。

わ
た
し
は
、
こ
の
説

を
読
ん
で
、.
始
め
て
訓
点
語

に
お
け
る
ス
ラ

・
ダ

ニ
の

用
法
を
教

へ
ら

れ
、

「
尚
」
を
め
ぐ
る
両
者

の
使
ひ
分
け
に
心
を
惹
か
れ
た
。

そ
し
て
、
古

点
本

を
播
く
度
に
、
注
意

し
て
そ

の
用
例
を
集

め
る
や
う
に
な

っ

た
が
、
今

こ
れ
を
整
理
し
て
み
る
と
、
す

で
に
述

べ
た
や
う

に
、
博
士
の
お
説

と
は
、
幾
分
異

な
る
結
果

が
現
は
れ
た
。

こ
の
や
う
な
相
違
を
齎
し
た
主
な
原

因
は
、
博

士
の
教

へ
に
従

っ
て
、

ス
ラ

・
ダ

ニ
の
用
法
を
、

「
尚
」

の
前
後

に

二
分

し
た
上
、
更

に
、
肯
定
と
否
定
と

の
区
別
を
導
入

し
て
、
分
類
を
よ
り
詳

し
く
し
た
こ
と

に
あ
る
や
う
で
あ
る
。
本
稿

の
論
旨

を

一
層

明

白

に
す

る
た

め
、
博

士
の
お
説

に
対
し
、
敢

へ
て
批
評
を
試

み
さ
せ
て
頂
か
う
と

思
ふ
。

一
、

「
尚
」

の
前

に

ス
ラ
を
多
く
用
ゐ
る
の
は
事
実

で
あ
る
が
、

「
尚
」

の

後

に
は
ダ

ニ
を
用
ゐ
て

ス
ラ
を
用

ゐ
な

い
と

い
ふ
の
は
誤
り
で
あ
る
。

わ
た
し

の
集
め
た
例

で
は
、

「
尚
」

の
後

に
用

ゐ
ら
れ
る
も

の
は
、

ス
ラ
八
、

ダ

ニ
四

で
、

や
は
り

ス
ラ
が
多

い
。
そ

れ
も
、

ダ

ニ
が

比
較
的
多
く
用

ゐ
ら
れ
る

の

は
、
否
定

の
場
合

に
限
る
の
で
あ
り
、
肯
定
の
場
合

に
は
、
却

っ
て
ス
ラ
を
用

ゐ
て
ダ

ニ
を
用
ゐ
な

い
傾
向

が
あ
る
。
因
に
、
小
林
芳
規
氏
の

「古
点

の
況
字

続
超

(東
洋
大
学
紀

要
第
十
二
集
)
に
、
西
大
寺
本
不
空
饗

神
思

経
寛
徳
二
年
点
か

ら
○
是

(
の
)
如
き
衆
生
、
斯

の
呪
力

に
由
て
尚
し
現

に
軽
受

(し
)
て
、
重

罪
隠
以
レ
消
除
す
。
呪
や
余

の
有
情

の
身
心
清
浄

に
し
て
此
の
呪
を
開
持

せ
む

(は
)
而
も
福

を
獲
サ
ラ

〔
ム
〕
不

ヤ
。

の
例
を
引
き
、

「
『
尚
』
」
字

の
下
に
ス
ラ
が
用
ゐ
ら
れ
て
お
り
、
古
用
の
ダ

ニ

と
あ
る
表
現
に
反
す

乃
。
」

(五
五
頁
)
と
あ
る
の
は
、
博
士

の
お
説

を
踏
襲

さ
れ
た
た
め
の
誤
解

で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
、
わ
た
し
の
分
類
で
は
、

b
に
属

す
る
も
の
で
、
当
然

ス
ラ
が
用

ゐ
ら
る

べ
き
で
あ
り
、
む
し
ろ
よ
く
古
用
を
保

っ
て
ゐ
る
例
と
見
ら
れ
る
。

二
、

A
の
構
文
に
お

い
て
は
、
博
士
の
お
説

の
や
う

に
、
意
義

上

ス
ラ
が
ダ

ニ
よ
り
適
切

で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
否
定

の
場
合

に
限
り

、
ダ

ニ
も
ま
た
用

ゐ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

っ
た
。

三
、

A
に
ダ

ニ
の
現

は
れ
る
事
実
を
、
博
士
は
、
平
安
時
代

に
入

っ
て
、
ダ

ニ
の
使
用
が
増
加
し
、
ダ

ニ
が

ス
ラ
の
意
味

を
兼
ね
る
や
う

に
な

っ
た
結
果
と

見
ら
れ
た
が
、
も
し
さ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ダ

ニ
は
、
肯
定

・
否
定

の
区
別
な
く

用

ゐ
ら

る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
実
際

に
は
、
ダ

ニ
は
、
肯
定

に
は
殆
ど

用

ゐ
ら
れ
ず
、
主
と
し
て
否
定
に
用
ゐ
ら

れ
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
時
代

の
推
移

に
伴

っ
て
、

ダ

ニ
の
意
味
が
変

化
し
、

「
ス
ラ
の

位

置

を

奪
ひ
尽

し

た
」
た

め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ダ

ニ
本
来

の
用
法
と
し
て
、
否
定
の
場
合

に

限
り

A
の
中
に
入
り

込
む

こ
と
が
で
き
た
と
解
す

べ
き
で
あ

る
。
ダ

ニ
の
全
用

例

三
十

一
、
そ
の
内

二
十
九
ま
で
が
否
定

で
あ
り
、
殊

に
直
接
原
文

の
影
響

を

受
け
な

い
H
の
十

八
例
全
部
が
否
定

で

あ

る

こ

と

に
注
意
し
た

い
。

わ
た
し

は
、

H
に
見
ら
れ
る
ス
ラ
六
、
ダ

ニ
十

八
の
開
き
が
、
訓
点
語
以
外
の
国
語

に

お
け
る
両
者
の
勢
力
比
を
、
比
較
的
忠
実
に
示
し
て
ゐ
る
も

の
と
考

へ
、
平
安



朝
初
期

に
あ

っ
て
は

(点
本
以
外
の
国
語
資
料
は
、
実
際
に
は
殆
ん
ど
現
存
し

て
ゐ
な

い
が
)
、

ダ

ニ
が

ス
ラ
を
圧
し
て
多
く
用
ゐ
ら
れ
て
は
ゐ
た
が
、

い
ま

だ

ス
ラ
の
位
置

を
奪

ひ
尽
す

に
到

ら
ず

、
な
ほ
用
法
上

の
相
違
を
保

っ
て
ゐ
た

と
想
像
す

る
。

四
、

「
尚
」

の
前
と
後
と

で
は
、

ナ
ホ
と

ス
ラ
の
結
合

の

度

合

が
違

ふ
か

ら
、

ダ

ニ
が
入
り

込
む

の
に
難
易

の
差
が
あ
る
と

い
ふ
の
は
、
首
肯
す

べ
き
説

明

で
あ
り
、
わ
た
し
も

こ
れ
に
従

っ
た
。

五
、
聖
語
蔵
本
菩
薩
善
戒
経
古
点
か
ら
引

か
れ
た

・
少
物

ダ

ニ
尚
髭

ス
.何

二
況

ヤ
多
有

ラ

ム
ヲ

ハ
　

)

は
、
　

と
共

に
ダ

ニ
を

a
に
用
ゐ
た
注
目
す
べ
き
例
外

で
あ
る
。
確
か
に
上
代

の
ダ

ニ
に
は
な
か

っ
た
用
法
で
、

ダ

ニ
が

ス
ヲ
に
代
り

始
め
た

こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
ら
う
か
。
た
だ
し
、
博
士
自
身
、
ダ

ニ
を

「
尚
」

の
前

に
用
ゐ
た
例

の

中
に
加

へ
て
ゐ
ら
れ
な

い
の
は
不
審

で
あ

る
。

初
に
記
し
た
や
う

に
、
平
安
朝
初
期

の
訓
点
語
と

い
っ
て
も
、
本
稿
で
取
り

扱

っ
た
も

の
は
そ
の

一
部

に
過
ぎ
ず
、
調
査
す

べ
く
し
て
調

査

で

き

な
か

っ

た
資
料
も
少
く
な

い
。
殊

に
、
正
倉
院
関
係

の
も

の
は
全
く

未

見

で

あ
る
か

ら
、
そ

の
中
に
ど

ん
な
例
外
が
潜
ん
で
ゐ
る
か
分
ら
な

い
。
し
か
し
、
目
下
の

と
こ
ろ
、
ど
う
に
も

な
ら

な
い
こ
と
な
の
で
、
わ

た
し
は
わ
た
し
な
り

に
、
可

能
な
範
囲
で
用
例
を
集
め
る
他
な
か

っ
た
。
そ
れ

に
も
拘
ら
ず
、
本
稿
が
、
訓

点
語

の
ス
ラ

・
ダ

ニ
の
用
法
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
少
し
で
も
役
立

つ
と

こ
ろ
が
あ

る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
偏

へ
に
博

士
の
お
説
に
よ

っ
て
啓
発
さ
れ

た
賜

で
あ

る
。

わ
た
し
は
、
先

に
、
春

日
博
士

の

「
古
訓
点
の
研
究
」

の
書

評
を
書
か

せ
て

頂

い
た
折
、

「
博
士
に
と

っ
て
は
、
出
席
簿
に
載
ら
ざ
る
学
生
で
あ

る
。
」
と

い
っ
た
。
実
際
、
わ
た
し
は
、
京
都
大
学
在
学
中
か
ら
、

二

十

数

年

に
亘

っ

て
、
博
士

の
御
指
導
を
仰
い
で
来
た
。
京

大
楽
友
会
館
で
、
始
め
て
博
士

の
講

演
　

国
語
資
料

と
し
て
の
訓
点

の
位
置
　

を
拝
聴
し
た
時

の
こ
と
、
卒
業

論
文

の
作
製

に
当
り
、
禁
止
詞

マ

ナ

の

語
序

に
つ
い
て
お
伺
ひ
し
た
の
に
対

し
、
懇
切
丁
寧
な
御
返
事

を
頂

い
た
時
の
こ
と
、
ま
た
、
朝

鮮
か
ら

の
帰
途
、

馬
屋
谷

の
お
宅

に
参
上
し
、
故
大
矢
透
博
士
か
ら
引
き
継
が
れ
た
資
料

や
、
博

士
自
ら
お
集
め

に
な

っ
た
資
料
な
ど

に
つ
い
て
、
点
本

の
調

べ
方

と
訓
点
語

の

取
り
扱

ひ
を
、
細

々
と
お
教

へ
頂

い
た
時
の
こ
と
な
ど
、
わ
た
し
は
、
今
も
そ

の
日
と
同
じ
感
激
を
も

っ
て
思

ひ
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
福
田
良
輔

教
授

か
ら

の
お
手
紙
に
よ
る
と
、
博
士
は
今
年

八
十

の
賀
を
お
祝

ひ
に
な
り
、

こ
れ
を
記
念

し
て
本
誌
が
特
輯

さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
由
で
あ
る
が
、
博
士

の

御
指
導
を
仰

い
だ

一
人
之
し
て
、
こ
の
お
め
で
た
い
誌
上

に
、
拙
文

を
載

せ
て
頂

く

こ
と
は
、
ま

こ
と

に
光
栄

で
あ
り
、
無
上
の
喜
び

で
あ
る
。
山
陰

の
水
都
よ

り
、
遙
か
に
、
博
士

の
御
健
在
を
お
祈
り
し
、
変
ら
ざ
る
御
指
導

を
お
願
ひ
し

て
、

こ
の
稿
を
了

る
。
　

島
根

大
学
教
授
　

付
記

一
、
本
稿

で
点
本
を
引
用
す

る
場
合

に
は
、
本
文

の
文
字

は
す

べ
て
現

行

の
活
字
体

に
改

め
、

ヲ

コ
ト
点
は
平
仮
名
、
仮
名
訓

は
片
仮
名
、

実
字

は
平
仮
名

の
右
に
傍
線
を
引
き
、
私
意

に
よ
る
補
読
は
平
仮
名

を

(

)

で
包
ん
で
表

は
し
、
反
点
も
後
世

の
形
式

に
改

め
た
。
な

ほ
、
用
例

の
出
典
を
示
す
分
数

は
、
分
子
が
料
紙

の
枚
数
を
、
分
母

●

が
行
数
を
示
す
。

二
、
本
稿
は
、
昭
和
三
十
三
年
十

一
月

二
十
三
日
、
広
島
大
学
文
学
部

で
開
か
れ
た
国
語
学
会
中
国

四
国
大
会
で
行

っ
た
講
演
、

「
平
安
朝

初
期

の
訓

点
語

に
伝

へ
ら
れ
た
上
代

の
文

法
」

の

一
部
を
詳
説

し
た

も

の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
四
年
十

一
月
十
五
日
記


